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宇和島伊達家史料　戊 ��-����-��　『小笠原流印可巻　五節句の飾』　より
【所蔵】公益財団法人 宇和島伊達文化保存会
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■鏡餅の大きさ
　広一尺八寸＝直径 54.54 ㎝
　厚七寸＝21.21 ㎝
 今回は、� 升の餅米で１つのお餅をつきましたが、
直径約 �� ㎝、高さ４㎝程度でした。これから計
算すると、１つの餅をつくのに、�� 升（２斗）、
鏡餅にするには４斗、なんと１俵も必要だことが
わかりました。
　※鏡餅は FRP 製で実寸復元をしています。今回の再現にあたって多くの方のご協力をいただきました。

ありがとうございました。（敬称略・五十音順）
　・宇和津彦神社・江後迪子・長福寺・天神公民館
　・公益財団法人 宇和島伊達文化保存会
　・伊予銀行・四国工業写真
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● 熨 斗（のし）
　鮑（あわび）の肉を薄くはぎ、引き
伸ばして乾かしたもの。古くは食用、
後に儀式用の肴（さかな）に用いられ、
さらに祝儀の贈り物に添える風習とな
りました。城守さんが採ってきました。
● 橙（だいだい）
　木から落ちずに大きく実が育つこと
にあやかって、代々家が大きく栄える
ようにと願った縁起物。城山で採取。
● ホンタワラ
　海藻の一種で、ホンダワラと呼ばれ
るのが一般的です。浮き袋が俵を意味
し、「家が栄える」ということにかけて
いると言われます。吉田町沖で城守さ
んが。
● 串 柿
　柿は縁起の良い長寿の木で、 幸せを
カキ集める、「嘉来」（かき＝喜び幸せ
が来る） ということにかけていると言
われます。からいただきました。
● 菱ノ餅
　もともとは正月飾りに供えられ、菱
の実を粉にして作ったものだそうです。
菱には子孫繁栄と長寿の力があると言
われます。城守さんの手作りです。
● 栗
　勝栗（干し栗）のことです。今回は
天赦園の栗を城守さんが保存していた
ものを使いました。

● コウシ
　コウジ（柑子）と呼ばれるのが一般
的です。ミカンの在来種の一種ですが、
橘の別称ともあるので、今回は吉田町
長福寺にある橘の実を分けていただき
ました。橘は国内唯一の野生のミカン
で、常世からもたらされたとされ、永
遠の繁栄や長寿の象徴と言われます。
● 昆 布
　もともと武士の出陣の際に用いられ
た「打ち鮑・勝栗・昆布」（敵に「勝ち」

「打ち」「喜ぶ」という意味）が、慶事
でも使われるようになったそうです。
● トコロ
　山芋の仲間です。「野老」と書きます
が、その髭根を老人の髭に見立てたか
らで、海老に対しての野老です。芋が
長いので長命を連想させ、土中におく
ほど大きくなるところから、年をとる
ほど栄える縁起物とされます。
● 榧（かや）
　魔除け、厄除けの縁起物とされます。
漢方薬や食用・灯の油にも使用されて
います。
● 裏 白※文書には名前は書かれていません

　古い葉とともに新しい葉がしだいに
伸びてくるので、久しく栄えわたると
いう縁起をかつぐものです。市内薬師
谷で採れました。

■台の大きさ
　長三尺五寸⇒奥行き 106.05 ㎝ / 広さ弐尺五寸⇒幅 75.75 ㎝
　縁の高五寸⇒盆の縁高 15.15 ㎝ / 足の高さ壱尺五寸⇒45.45 ㎝
史料の数値通りに、城守さん（元大工職人）が製作しました。

■お供えされているものについて
　伊達家の史料には由来などは書かれていなかったので、色々と調べてみました。


